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【手続補正書】
【提出日】令和1年10月7日(2019.10.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　接着剤組成物であって、
　３０総重量パーセント以上で存在する直鎖トリブロックコポリマーであって、該コポリ
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マーが、高ガラス転移温度サブユニットＹ及びサブユニットＹ'を含み、サブユニットＹ
及びサブユニットＹ’が各々７０℃～１３０℃の高ガラス転移温度を有し、前記高ガラス
転移温度アクリレートサブユニットの中間に－１００℃～１０℃の低ガラス転移温度を有
する低ガラス転移温度サブユニットＺを含んで、構造Ｙ－Ｚ－Ｙ’を定める、直鎖トリブ
ロックコポリマーと、
　前記直鎖トリブロックコポリマーがモノマー及び架橋剤に溶解されるフリーラジカル条
件下で硬化性のモノマーと、
　過酸化物又はヒドロペルオキシド、及びペルエステルのフリーラジカル開始剤の少なく
とも１つのブレンドと、
　ピリジンと共に酸塩化物又は二酸性塩化物と、
　抗酸化阻害剤（複数の場合がある）と、
を含む、接着剤組成物。
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